
第 31 回日本バイオインフォマティクス学会評議員会議事録 
日 時：平成 23 年 6 月 22 日(水) 14:00～15:50 
場 所：東京大学医科学研究所附属病院 8 階会議室 
出席者：松田(会長)、浅井(副会長)、阿久津、有田、岩崎、佐藤、清水、 

瀬々、ホートン(幹事、評議員)、大林、川本、中井、中川(評議 
員)、渋谷(幹事、評議員、議事録)、坂井、鈴木 

 
 
１．役員について 

今年度の役員について、松田会長より報告があり、承認された。 
 
２．平成 22 年度事業報告および収支決算について 

松田会長より昨年度の事業報告および収支決算が報告された。 
 
３．平成 23 年度事業計画および予算案について 

松田会長より、今年度の事業計画および予算案が報告された。 
震災等で昨年度支出予定だったレター作成費等が今年度に計上されているため、見掛け上今

年度の支出予定は若干増加している。 
 
４．地域部会活動について 

大林評議員より、東北支部の活動について報告があった。 
震災に関連した支援事業として、これまで東北地域部会より、NGS 若手の会への派遣および、

東大医科研での研修の旅費支援各 1 名分を行った。 
 
５．ニュースレターについて 

瀬々幹事・評議員よりニュースレターの刊行予定について報告があった。 
 
６．年会について 

阿久津幹事・評議員より、今年度の年会について報告があった。 
今年度は CBI との合同年会の形で神戸国際会議場において開催予定である。 

 
７．バイオインフォマティクス技術者認定試験について 

松田会長より、今年度のバイオインフォマティクス技術者認定試験について報告があった。 
 
８．Genome Informatics 出版状況について 

佐藤幹事・評議員より JSBi2010 における口頭発表の中から選ばれた論文を Genome 
Informatics Special Issue on JSBI 2010 として出版することに関して報告があった。 

 
９．J-Stage について 

松田会長より J-Stage の J-Stage3 への移行について報告があった。 
 



10．ISCB-Asia について 
ISCB の director でもある Horton 幹事・評議員より、ISCB-Asia 2012 開催の提案を ISCB
に対して行うことについて報告があり、それに対し、JSBi 学会より会長名でサポートレター

を出すことが決定した。 
 
11．法人化について 

日本バイオインフォマティクス学会の法人化のスケジュールについて松田会長より報告があ

った。 
 
 

以上 


